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サンティアゴ巡礼の現代性
──統計にみる近年の巡礼者増加を手がかりとして──
横 田 直 美
I はじめに
1987年に欧州評議会より文化路計画（1）が開始され，欧州連合（以下，EU
と表記）の文化遺産をいかにして共通遺産とするかがその命題の一つに挙げら
れた。EU は継承された文化の多様性を認め，共同体としての文化を創造する
という試みを始めたのである。EU はヨーロッパ地域における有形・無形の文
化遺産の重要性を認識し，文化活動がヨーロッパ文化の継承や文化の創造を促
すだけでなく，社会的結束，経済・雇用の活性化を促進するものと捉えてい
る。その活動の一つに Culture 2000があり，サンティアゴ・デ・コンポステ
ラ（Santiago de Compostela）（以下，サンティアゴと略称）は 2000年に欧
州文化都市（2）に指定された。
サンティアゴはサンティアゴ巡礼路の終着地であり，その起源は 9世紀と
される。中世以来，人々は大聖堂に納められた十二使徒聖ヤコブの遺骸に詣
で，許しを得る事を目的としてきた。最盛期である 12世紀～13世紀には年間
20万から 50万の人々がこの聖地を訪れたと言われるが，レコンキスタの終了
や宗教改革の影響を受け，賑わいを失ってしまったかのように思われた。とこ
ろが，欧州文化路への指定前後から人々の関心が高まったのである。巡礼に関
する研究も国内外で広く行われるようになり，その中心は歴史学的研究（3）で
あった。しかし，中世とは文化や政治そして交通状況も異なる現代の巡礼が別
なものであることは予測される。本稿では現代のサンティアゴ巡礼（以下，特
５３
に断りがない限りは本稿での巡礼はサンティアゴ巡礼を指すものとする）を研
究対象とする。
先行研究として Frey（1998）（4）や Graham and Murray（1997）（5）が挙げ
られる。しかし近年の巡礼状況を報告したものは乏しく，現代のサンティアゴ
巡礼現象を読みとくものとして十分とは言えない。本研究は現代的なサンティ
アゴ巡礼の様相報告を目的とする。
II 巡礼の概要
サンティアゴ・デ・コンポステラという明確な終着地はあるものの，その起
点は定められていない。つまり，どこからでも巡礼を始めることができるので
ある。しかし，多くの人が通過する道は街道として整備された。今なお，巡礼
都市として栄える地域を事例とし，その機能を検証するとともに現代のサンテ
ィアゴ巡礼をひも解いていく。
（1）現代の巡礼者たち
中世のサンティアゴ巡礼はヨーロッパ地域の人々が主体として行ってきた
が，2004年には 112か国の巡礼者がサンティアゴを訪れた（6）。ヨーロッパは
もとより南北アメリカ，アジア，アフリカ，オセアニア出身であるという多彩
な国籍から推測すると，すべての者がカトリック教徒であるとは言いがたい。
今やこの巡礼がカトリック教徒のみの現象ではないと言えよう。
巡礼路そのものに注目すると，第 1図が示すように今なおヨーロッパ中に
網目のように広がっている。人々は各自の交通手段で道を辿る。中には，1000
km 以上の道のりを徒歩踏破する巡礼者も少なくはなく，その動機も様々であ
る。筆者は 2006年 8月～9月に巡礼路での聞き取り調査を行った。そのいく
つかを例として挙げたい。
私はジュネーブの自宅から徒歩で聖地を目指しています。しかし，一度
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で全行程を歩くのは体力的に困難です。毎年のバカンスの一部を利用して
いて，今年は 2年目です。あと 3回のバカンスで到着することが目標で
す。 （スイス人 女性 50代）
昨年，妻が大病を患いました。一度は妻の死を覚悟しましたが，奇跡的
に快復したのです。神への感謝の証として，この夏は自宅のウィーンから
サンティアゴ・デ・コンポステラまで歩きます。
（オーストリア人 男性 60代）
私は仕事上の悩みを抱えており，考える時間が必要でした。この道を辿
ることで日常から離れ，一人になることができます。ですから，聖地に辿
り着くことが目標ではありません。過程を大事に考えています。
第 1図 サンティアゴ巡礼路
資料：2004 ano xubilar compostelano より転載。
５５サンティアゴ巡礼の現代性
（イタリア人 男性 20代）
学校の夏季休暇を利用して友達と一緒に歩いています。一度はスペイン
に行きたいと考えていましたし，物価の安さも魅力でした。
（ドイツ人 女性 20代）
中世では異教徒に対するカトリック教徒の団結の象徴であったものが，現代
では国籍・言語・人種の隔てなく多くの人を受け入れるようになった。また，
サンティアゴはキリスト教の聖地としてばかりでなく中世以来の宗教遺産とい
う文化的な価値や意味が付与されたため，ここを訪れる人は宗教的理由を持つ
人のみならずむしろ観光客が大半を占めるようになったと言い換えることもで
きよう。
（2）街道沿いに位置する都市
サン―ジャン―ピエ―ド―ポーは（Saint-Jean-Pied-de-Port）フランス南西部
に位置するアキテーヌ地域圏（Aquitaine région）ピレネー―アトランティッ
ク県（Pyrénées-Atlantiques）に位置する。峠のふもとを意味する Pied-de-Port
がフランス語での村名に組み込まれていることからわかるように，ピレネー山
麓に位置し，人口は 1400人（7）である。バスク地方の都市であるため，村の標
識はフランス語とバスク語とで並列表記されており，バスク語を日常会話とし
て使用する住民も少なくはない。また，スペインとの国境に近接するためにス
ペイン語や英語を話す人々も居住するマルチリンガル地域である。
中世の頃より多くの巡礼者がこの村を経由してピレネー山脈を越えた。現代
の巡礼者は険しいピレネー山脈を越える前にサン―ジャン―ピエ―ド―ポーで休息
をとり，食料と水を補給するというのが一般的である。このルートではローラ
ンの歌（8）の古戦場であるロンスボーを経由するため，史跡を楽しむ観光客も
多い。また，小説『星の巡礼』（9）の出版が村の知名度を上げるのを助けた。小
説ではサン―ジャン―ピエ―ド―ポーが主人公の出発地となる。各国語に翻訳され
た小説に影響され，世界中から人々が集まるようになった。
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上述より，サン―ジャン―ピエ―ド―ポーは街道沿い集落の中でも比較的に多く
の人が滞在する村となっている。そのため現代の巡礼状況およびそのシステム
を知る上で重要な地点であると考える。
村には観光案内所が設置されるが，それとは別に巡礼事務所が存在する。事
務所では身分証明書の役割を果たすクレデンシャルという手帳を発行する。ス
ペインでは，アルベルゲ（10）に宿泊する際にこの手帳を提示しなければならな
い。さらには，道沿いにある観光案内所，軽食喫茶やレストランでスタンプを
押し，聖地までの道を辿った証明とする。そのため，サン―ジャン―ピエ―ド―ポ
ー以降も巡礼を続ける者にとっては必要不可欠なものである。クレデンシャル
は各地の教会やアルベルゲなどで入手可能である。しかし，サン―ジャン―ピエ
―ド―ポー発行のものは独自のデザインを持つため所望する巡礼者が多く，発行
手数料として 2ユーロ（2006年 9月時点）が必要である。
事務所の第二の役割として，宿の斡旋が挙げられる。宿泊を考える場合は事
務所を通して空室状況を確認する。ニーズに合わせて様々なタイプが用意され
る。最も廉価な宿は事務所付属の一泊 7ユーロ（2006年 9月時点）であり，
収容可能人数は 18人，簡単な朝食も提供される。事務所は 12月から 2月は
閉鎖されるが，付属の宿は営業しており，冬季 3ヶ月間はこの宿でクレデン
シャルが発行されるという。
これまでに述べてきた事務所のスタッフはボランティアによって構成され
る。2003年は 64人，2004年には 102人のボランティアが巡礼者を迎えた。
基本的には二週間のシフト制であるオスピタレイロ（男性）とオスピタレイラ
（女性）と呼ばれるスタッフになるためには，以下の条件が求められる。的確
なアドバイスを与えことのできる巡礼に関する知識と経験を持ち，母国語以外
の外国語を日常会話程度は話すことである。これはサン―ジャン―ピエ―ド―ポー
巡礼事務所に限ったことであり，他のアルベルゲや事務所には各自の規定があ
る。
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（3）聖地の役割
サンティアゴ・デ・コンポステラはイベリア半島北西部に位置する人口約
88,000人（11）の都市である。ガリシア州の州都でもあるため，州政府機関や大
学が多い。市街は旧市街と新市街によって構成されており，歴史的景観を残す
旧市街は 1985年にユネスコの世界遺産に登録された。また，空港や鉄道も整
備されたため，現在では聖地としてだけではなく観光地としても知名度を上げ
た。
サンティアゴには 2つのアルベルゲが存在する（12）。一つは修道院の一部を
宿としたものである。4階建ての施設にも関わらず，増加する巡礼者に対応で
きなくなったため 2006年に新たなアルベルゲが建設された。どちらも有料で
あるが一泊 4～6ユーロ（13）である。また，サンティアゴ・デ・コンポステラ
の郊外 5 km のモンテ・デ・ゴゾ（Monte de gozo）には 800人収容可能の施
設がある。到着時にクレデンシャルを提出すれば一泊の宿が無料で提供され
る。
サンティアゴでは大聖堂の近く
に巡礼事務所が設置されている。
事務所ではラ・コンポステラ（La
Compostera）という証明書が発
行（14）される。巡礼者はクレデン
シャルを提出し，証明書を受け取
る。さらに，この事務所では帰路
に使用する公共交通機関の割引チ
ケットも購入可能である。飛行
機，鉄道，長距離バスに巡礼者割
引が適用される。
資料 1 ラ・コンポステラ
縦 28.3 cm，横 21.3 cm
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III 統計による分析
本章では現在のサンティアゴ巡礼を統計から考察する。道沿いの教会やアル
ベルゲ，観光案内所など各地でアンケートが実施され，そのデータが残されて
いる。本稿では上述のサン―ジャン―ピエ―ド―ポー事務所およびサンティアゴ・
デ・コンポステラ事務所における統計を用いた。
（1）教会による定義
何をもって巡礼者と定義するかによって，その数は変化するであろう。仮
に，サンティアゴ・デ・コンポステラを訪れた人すべてを巡礼者数とするなら
ば，その数は観光客数と等しくなる。何らかの制約を設け，それを成した者の
みを巡礼者とするならば，その制約によって総数は変化する。以上のことか
ら，サンティアゴ巡礼者を普遍的に定義することは困難であると思われる。し
かし，統計的に観察する作業は本研究において必要不可欠のため，ラ・コンポ
ステラ（La Compostela）（15）および同管理によるホームページ（16）上の統計を
用いる。この統計は教会が認定した巡礼者数である。その定義として教会が示
す条件には「徒歩と馬の場合は 100 km，自転車の場合は 200 km 以上，サン
ティアゴ・デ・コンポステラから離れた場所から，巡礼を行うこと」と記され
ている。この条件を満たした者を教会は認定し，ラテン語で記されたラ・コン
ポステラが事務所より発行される。本稿では便宜上このラ・コンポステラ発行
枚数を巡礼者数として読み代えるが，正確にはラ・コンポステラ発行枚数にみ
る巡礼者数であることに留意されたい。
（2）近年の動向
第 2図は 1985年から 2005年までの年別のラ・コンポステラ発行枚数の推
移である。発行総数は右肩上がりに増加していることが見てとれる。また，1993
年，1999年，2004年は数値が上がるが，これはサンティアゴの日として定め
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られる 7月 25日が日曜日になる聖年であるためである。この年には大聖堂の
聖なる門が開かれ，その門を通った者には全ての罪が許されると信じられてい
るために聖地を訪れる者が増加する傾向にある。基本的には 11年，6年，5
年，6年の周期で聖年となる。聖年 1993年が 99,436人であるのに対し，前
年の 1992年は 9,764人である。一年で約 10倍となった理由の一つとしてカ
ミノフランセスが世界遺産に登録されたことが挙げられる。1999年の聖年で
は 20世紀最後の聖年であるため各地で大々的に催しが開かれた。その影響で
巡礼者数は前年比約 5倍となったのである。さらに，2004年の聖年では過去
最高 179,994枚のラ・コンポステラ発行枚数を記録した。
このように，聖年だけに着目しても巡礼者は増加の傾向にある。また平年に
おいても 1985年以降は巡礼者数増加が見られる。1985年は 1,245枚であっ
たのに対し 2005年は 93,924枚の発行とされ，教会から巡礼者として認定を
受けた巡礼者は 21年間で約 75倍となった。
（3）巡礼者の構成
巡礼手段としては徒歩をイメージすることが一般的かと思われる。サンティ
アゴ巡礼でも人々はその手段として徒歩を選択する。第 1表は 1989年から
2005年の巡礼手段を示したものである。自転車巡礼者に発行されたラ・コン
第 2図 ラ・コンポステラ発行枚数推移（1985～2005年）
資料：脚注眇より著者作成。
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ポステラは 1989年は 829枚であったが，2005年には 16,985となった。すな
わち，17年間で約 20倍となったのである。また，2005年の割合は徒歩 82
％，自転車 18％と示され，自転車の割合は少なくはない。他の年も自転車の
割合は 2割前後である。これは，教会は自転車巡礼を正式に認めており，現
代における新しい巡礼スタイルとされる。徒歩とともに増加する自転車利用者
を対象として，ガリシア州はフリーガイドの製作・配布を行っている。また，
自転車専用のガイドブックが販売されており，スペイン語だけではなくヨーロ
ッパ各国語のものが確認できた。その自転車を手段とした巡礼では，宗教心と
いうよりもどちらかというとスポーツとしての印象が強い。第 3図は自転車
利用者を示したものである。その風貌からは宗教的動機からの行動とはずいぶ
ん遠いように思われる。しかし，宗教心の有無に関わらず，教会が提示する条
件を満たせば教会からの認定を受けることができる。
第 1表 巡礼者の巡礼手段（1989年～2005年）
徒歩 自転車 馬 その他 不明 合計
1989年 4,145 829 22 328 436 5,760
1990年 3,034 1,263 10 0 611 4,918
1991年 4,222 2,443 30 0 579 7,274
1992年 6,036 3,332 32 0 364 9,764
1993年 61,470 33,933 326 0 3,707 99,436
1994年 10,393 5,416 33 0 21 15,863
1995年 13,044 6,692 50 0 35 19,821
1996年 16,393 6,766 56 0 3 23,218
1997年 17,934 7,125 72 47 1 25,179
1998年 21,930 7,737 141 318 0 30,126
1999年 128,019 24,041 1,416 1,128 9 154,613
2000年 43,678 11,136 172 12 6 55,004
2001年 49,569 11,641 204 4 0 61,418
2002年 55,991 12,777 182 2 0 68,852
2003年 60,721 13,624 266 3 0 74,614
2004年 156,952 21,260 1,672 60 0 179,944
2005年 76,674 16,985 242 23 0 93,924
注 1：単位は枚。
注 2：表中のその他は車椅子やロバで巡礼。
資料：1985年～2004年は注眇，2005年は注睇より著者作成。
６１サンティアゴ巡礼の現代性
また，サンティアゴ巡礼では出発期間が自由に設定できるため，年間を通じ
て巡礼者を確認することができる。しかし，月別の統計は特徴的でありその季
節性が示される。第 2表は 1989年から 2005年までのラ・コンポステラ月別
発行枚数を示したものであり，夏季に集中していることが読み取れる。街道は
スペイン北部を横断するルートをとるため，南部スペインよりはいくぶん過ご
しやすい地域である。しかし，それを差し引いても夏の暑さは厳しく，強い日
差しと高い気温にさらされる。それでも夏季に集中する理由は，ヨーロッパの
バカンス制度にあると推測する。バカンスシーズンにあたる 7月と 8月は，
約 1ヶ月の長期休暇期間にあたる。バカンス中の人が巡礼を行うという現象
が近年の巡礼者増加に繋がったと考える。そのため，巡礼者全体の中で就業者
世代およびその家族の割合が高くなる傾向が見られる。第 3表は 1989年～
2005年の年齢別巡礼者を表した表である。ほぼ全年にわたって 61歳以上は
全体の 10％未満であることからも分かるように，サンティアゴ巡礼は比較的
若い世代によって構成されるといえよう。
第 3図 自転車巡礼者 著者撮影
６２ サンティアゴ巡礼の現代性
上述のバカンスというレジャー的要素の強い者の増加は巡礼を支える側にも
変化をもたらした。中世以来，巡礼者を支える施設は主要な街道沿いに点在し
ている。その一つの通称アルベルゲでは，その運営・維持に宿泊した利用者か
らの寄付金があてられる。また，その寄付金は任意の場合が多く，必ずしも要
求されるものではない。このように寄付金もしくは無料で運営されるアルベル
ゲは，必要最低限の設備となっており必ずしも快適とは言えない。しかし，利
用者の増加とともにアルベルゲの需要も高まり，これまでとは異なる快適なア
第 2表 ラ・コンポステラ月別発行枚数（1989年～2005年）
月 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
0
20
122
34
216
195
1,905
2,802
307
135
15
9
8
40
13
80
272
323
1,811
1,711
405
209
34
12
5
36
50
50
286
376
2,681
2,516
867
340
38
29
15
11
138
303
382
625
3,196
3,450
1,172
387
57
28
272
718
1,024
8,038
6,079
5,899
28,000
27,500
13,216
5,699
1,226
1,765
33
15
166
469
518
971
5,378
5,283
2,053
722
165
96
56
60
164
711
860
1,410
6,307
6,752
2,085
1,133
192
91
39
100
351
623
1,047
1,800
7,492
7,762
2,686
1,099
166
53
38
49
520
680
1,408
2,297
7,931
7,897
2,858
1,217
205
79
合計 5,760 4,918 7,274 9,764 99,436 15,869 19,821 23,218 25,179
月 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
49
103
132
1,077
1,750
2,803
8,554
9,800
3,472
1,735
521
130
297
658
2,615
8,727
10,671
13,574
34,560
45,308
21,878
10,276
3,044
3,005
197
204
307
2,538
3,184
5,715
13,355
17,660
7,438
3,250
688
468
146
123
453
2,590
3,966
6,802
15,198
19,836
7,671
3,419
865
349
150
200
1,605
2,453
5,238
8,277
16,323
20,644
8,822
3,909
969
409
131
176
690
4,013
6,351
8,817
16,353
21,795
10,031
4,871
928
458
696
1,404
3,105
15,556
16,862
19,298
31,896
45,605
22,753
14,556
4,410
3,803
269
558
3,128
3,307
9,310
12,620
18,807
24,820
12,168
6,873
1,396
668
合計 30,126 154,613 55,004 61,418 68,999 74,614 179,944 93,924
注 1：単位は枚。
注 2：2002年の合計は出展資料には 68,999枚とある。しかし，1月から 12月までの
枚数を合計すると 68,952枚となる。本稿表記は原本であるラ・コンポステラ
月別発行枚数統計に従う。
注 3：太字は聖年。
資料：1985年～2004年は注眇，2005年は注睇より著者作成。
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ルベルゲが各地に設置された。第 4図は人口 48人の村，カスティーリャ・イ
・レオン（Castilla y León）州ブルゴス県に位置するアジェ（Agés）の私営
アルベルゲ広告である。2005年 8月 13日時点では一泊一人 6ユーロであっ
た。しかし，一般的なアルベルゲへの寄付金の相場が一泊一人 3ユーロであ
ることを考慮するならば，アジェのアルベルゲの料金設定は通常の 2倍とな
る。しかし，これら私営アルベルゲは利用者が増加する夏季には常に満員状態
となる。その理由の一つに快適性が挙げられる。通常のアルベルゲに比べる
と，内部は清潔に保たれている。また，キッチンやインターネット等の利用も
可能である。アジェのように人口規模が小さく，そのために過疎化に悩まされ
るスペイン北部の村々にとって，巡礼者のもたらす経済効果は決して小さくは
ない。このようなアルベルゲの進出は快適に過ごしたいと考える利用者とビジ
第 3表 年齢別巡礼者（1989年～2005年）
35才以下 36～60才 61才以上 不明 合計
1989年 3,463 1,803 213 281 5,760
1990年 2,837 1,627 288 166 4,918
1991年 4,269 2,498 288 219 7,274
1992年 5,752 3,395 334 283 9,764
1993年 58,577 34,575 3,401 2,882 99,436
1994年 9,358 5,713 558 234 15,863
1995年 11,389 7,370 821 241 19,821
1996年 12,780 8,866 1,089 483 23,218
1997年 12,805 10,514 1,420 440 25,179
1998年 14,522 13,614 1,975 0 30,126
1999年 77,551 70,969 6,093 0 154,613
2000年 24,528 26,788 3,688 0 55,004
2001年 27,880 29,030 4,476 32 61,418
2002年 27,803 35,295 5,772 82 68,852
2003年 30,675 37,030 6,844 65 74,614
2004年 50,117 115,266 14,561 0 179,944
2005年 42,524 40,987 10,413 0 93,924
注 1：単位は枚。
注 2：1998年は出典資料には 30,126枚と記されるが，合計すると
30,111枚となる。本稿表記は原本に従う。
注 3：太字は聖年。
資料：1985年～2004年は注眇，2005年は注睇より著者作成。
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ネスとして経営する側との相互利益
が呼応した現象であると考える。こ
のような私営アルベルゲの出現は，
サンティアゴ巡礼におけるレジャー
的要素の高まりだと思われる。
IV 運営側の立場
（1）複数の道の混在
第 5 図が示すように，サンティ
アゴ巡礼には複数の街道が存在す
る。その中の一つカミノフランセス
（Camino Francés）は中世以来，
多くの人々が辿ったとされており，
教会や巡礼施設が数多く残されてい
る。そのため，1995年に世界遺産にも登録された。2005年にカミノフランセ
ス巡礼者は全体の 85％を占めており，他の年でも 9割弱がカミノフランセス
を辿る。カミノプリミティボ（Camino Primitivo）は 2004年以降に新たに
紹介されたものであり，北の道から枝分かれし，カミノフランセスに合流する
第 4図 私営アルベルゲ外観
資料：アジェの私営アルベルゲ広告を転載
第 4表 巡礼路別 La Compostela 発行枚数
巡礼路 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
漓
滷
澆
潺
潸
澁
澀
Camino Francés
Camino Primitivo
Camino del Norte
Camino Inglés
Camino Finisterra
Camino Portugués
Via de la Plata
124,679
0
9,290
2,800
67
1,371
4,167
51,018
0
1,514
98
4
1,512
858
55,857
0
2,303
131
0
1,982
1,145
61,209
0
2,887
181
0
3,278
1,397
65,829
0
3,068
260
0
3,612
1,845
138,397
4,947
8,032
3,096
280
15,883
9,309
79,396
1,028
3,984
651
217
5,508
3,140
合計 142,374 55,004 61,418 68,952 74,614 179,944 93,924
注 1：単位は枚。
注 2：番号は第 5図と対応。
資料：1985年～2004年は注眇，2005年は注睇より著者作成。
６５サンティアゴ巡礼の現代性
形をとる。この道はカミノフランセスの巡礼施設が飽和状態に近いため，分散
・迂回させる役割を担うと考える。その他には，イベリア半島北部の海岸線に
平行する北の道（Camino del Norte），海を渡ってきた巡礼者が通った道であ
るカミノイングレス（Camino Inglés），サンティアゴ・デ・コンポステラよ
りさらに西を目指すカミノフィステーラ（Camino Finisterra），ポルトガル
からの巡礼路であるカミノポルトガル（Camino Portugués），イベリア半島
南部の都市セビリアを出発点とする銀の道（Via de la Plata）が挙げられる。
同じく図中の直線距離 100 km の範囲を参照されたい。円の中心がサンティ
アゴとなり，漓～澀のうち，漓がカミノフランセスとなる。直線距離 100 Km
の円と漓のカミノフランセスが交差する付近にセブレイロ（Cebreiro）とサリ
ア（Sarria）の地名が確認することができる。サリアは人口 12,600 人であ
り，ガリシア州において人口規模が大きい。セブレイロは人口 50人，標高 1330
第 5図 ガリシア州における巡礼路
注：番号は第 4表と対応。
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m に位置する（17）。第 5表は 2002年から 2005年の年別巡礼者の出発地点を
示したものである。上位 6地点はどの年においてほぼ変わりないが，その順
位が年によって多少異なる。サリアは聖地までの道のりが 113 km である。セ
ブレイロは聖地までの道のりが 153 km，直線距離では 100 km の地点に位置
する。この 2つの地点から出発した者は，約 2割を超える。これは，100 Km
以上手前から聖地に向かって徒歩巡礼をおこなうというラ・コンポステラ取得
条件を意識したものであると考える。現在のサンティアゴ巡礼者はラ・コンポ
ステラへの関心が高く，その取得が目的と見られる。
（2）巡礼者と教会側でのトラブル
巡礼者からの関心も高いラ・コンポステラ発行時の手続きに関してのトラブ
ルに言及するものとする。これまで，教会が示す巡礼条件を満たした者は宗教
第 5表 巡礼者の出発地点（2002年～2005年）
2002年 2003年 2004年 2005年
Sarria 漓9,31113.50％
漓10,300
15.64％
漓39,583
22％
漓14,851
15.81％
Cebreiro 潺5,8658.50％
潺6,289
9.55％
滷20,695
5.96％
潺7,434
7.91％
Ponferrada 潸5,6288.16％
澁5,442
8.23％
潸10,648
5.19％
澁5,985
6.37％
León 澁5,1207.42％
潸5,485
8.33％
澀9,284
5.92％
潸6,677
7.10％
Roncesvalles 滷7,54510.94％
滷7,761
11.78％
澆13,108
11.50％
澆9,230
9.82％
S. J. Pied de
Port
澆6,945
10.08％
澆7,670
11.65％
澁9,343
7.28％
滷9,851
10.48％
その他 28,53841.38％
31,647
43.33％
77,283
44.24％
39,896
42.47％
合 計 68,952100.0％
74,614
100.0％
179,944
100.0％
93,924
100.0％
注 1：単位は枚。
注 2：距離換算は注眛参照。
注 3：漓～澁は各年の巡礼者数の順位を示す。上位 6位までの地点のみ記載。
ただし，2004年第 4位は Camino Portugués 沿いの Tui 10,725人。
注 4：太字は聖年。
資料：1985年～2004年は注眇，2005年は注睇より著者作成。
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的理由でなくとも認定される，つまりは
必ずしも巡礼動機が宗教的理由であると
は限らないことを示してきた。しかし，
事務所においてラ・コンポステラ発行時
に求められるアンケートでは約 91％の
巡礼者が宗教的理由であると回答する。
2004年巡礼者の出身国・地域が 112か
国である事から，巡礼者の宗教はカトリ
ックに限られたものではないと推測する。このように多様な信条およびバック
グラウンドを考慮しても，91％の人々がカトリック信者であり宗教的理由を
その動機としているという点は検討すべき点であると考える。
巡礼者にとっては必要不可欠となっているこのラ・コンポステラをめぐるト
ラブルは巡礼者増加にともない当然のごとく発生した。1994年 1月 2日（金
曜日）日刊 EL PAIS 紙編集長への手紙の欄に掲載された投書には以下のよう
に示されている。
サンティアゴへの道における差別
10月の終わり，私はロンセスバージェスからサンチアゴ・デ・コンポ
ステーラまでの長いカミーノを歩き始めました。他の巡礼者と同じよう
に，私も，雨，寒さ，そして疲労といった苦しみを味わい，その成果とし
て精神的に大きく成長し，また私の目はスペインの文化と風景で満たされ
ました。
（中略）
私と仲間は巡礼者受入事務所に「コンポステーラ」を交付してもらうた
め訪れました。「コンポステーラ」とは精神的，宗教的，または宗教・文
化的，のいずれかの動機により，100 km 以上徒歩で巡礼を行った者に対
し与えられる証明書です。
事務所の女性は私を見ると，私にだけ『あなたはキリスト教徒ですか』
第 6表 巡礼者の巡礼動機（2005年）
動 機 枚数 割合
宗教的理由とその他
宗教的理由
宗教的理由ではない
49,977
35,456
8,491
53.0
38.0
9.0
合 計 93,924 100.0
単位は枚。
注：ラ・コンポステラ発行時のアン
ケートをもとに算出。
資料：2005年は注睇より著者作成。
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と質問しました。私は本当のことを言いました，『いいえ，違います』
と。すると「コンポステーラ」は私には与えられませんでした。私が知り
合った巡礼者の中には，何人かカトリックでもプロテスタントでもない巡
礼者がいましたし，無神論者もいました。こうした人々は何も質問されま
せんでした。その容姿が「キリスト教徒の証明」となりえたのです。私の
誠実さは，私の為した努力が「コンポステーラ」というささやかな承認に
も値しない，という報いとなって現れたのです。「巡礼者のミサ」のと
き，その日の午前中に着いた巡礼者の名前が大きな声で紹介されました，
私の名前を除いて。
（以下略）
（3）3種類のラ・コンポステラ
上記引用の記事に対する教会の対応として，カトリック教徒ではない（つま
り事務所でのアンケートでは宗教的理由以外で巡礼をおこなったと答える場
合）者には資料 2‘もうひとつのラ・コンポステラ A’（18）が発行されるように
なった。2006年 9月時点ではカトリック教徒であるとラ・コンポステラ取得
時のアンケートに答えさえすればラ・コンポステラは発行される。しかし，以
資料 2 ‘もうひとつのラ・コンポステラ A’
注：1998年発行
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前はカトリック教徒であるかどうか
の審査が現在よりも厳しくおこなわ
れていたという。その後，‘もうひ
とつのラ・コンポステラ A’は姿
を消し，大きさとレイアウトを変え
た資料 3‘もうひとつのラ・コンポ
ステラ B’が発行されるようにな
った（19）。このように，現在では資
料 1 に示したラ・コンポステラと
宗教的動機以外で巡礼をおこなった
者に対しては異なる証明書が発行さ
れるようになった。
つまり，現在では教会が示す条件
を満たしたものはその信条にかかわ
らず巡礼者として認定される。しか
し，教会側は信者とそうではない者との差別化を図ろうとする。それは建前上
のことであり，実際はカトリック教徒でない者でも従来のラ・コンポステラを
受け取ることができる。これは一見すると，巡礼者に対する教会側の譲歩のよ
うに考えられる。しかし，宗教的動機の信者を統計上で示し，その数値が高け
れば高いほどカトリックの権威がいまなお強く存在するということを示すもの
となり，教会の利益となっていると考えられる。
V おわりに
本研究により，現在のサンティアゴ巡礼の形態と近年の推移およびその構成
が明らかにされたと考える。最後に，現代のサンティアゴ巡礼におけるシンク
レティズムを解釈し，まとめに代えたい。シンクレティズムとはギリシア語に
由来するもので，本来は宗教・哲学の分野で使用されてきた。今日では「2つ
資料 3 ‘もう一つのラ・コンポステラ B’
注：2006年発行
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以上の異なる文化（とくに宗教文化）が接触して生じるさまざまな状況・現象
をさすもの」（20）という意味でも使用される。現在では，カトリックという宗教
の枠を超え多くの人々が関心を持つサンティアゴ巡礼は人類共通の遺産と言う
事もできよう。また，世俗化した巡礼者や巡礼をビジネスチャンスとしてとら
える受け入れ側も増加の傾向にあることは事実である。その一方で，今なお宗
教性を保ち巡礼者を支える側の存在も確認できる。そもそも，キリスト教は欧
州に暮らす人々の心の拠り所であったと考える。しかし，近代化によって社会
生活が急激に変化し，物質的な豊かさも増すにつれてあらゆる面で生活が便利
になったことは確かである。そのため，信仰も変化してきたのではなかろう
か。その一方で，文化財保護の重要性を認識する文化政策は進められてきた。
このような時代背景を持ち，様々な主体がそれぞれの目的を達成しようと混在
する現在のサンティアゴ巡礼はシンクレティズムの一つの例であると考える。
今後は，巡礼路が通る各州での取り組みを解明することにより行政レベルで
のサンティアゴ巡礼に関する方針を把握することができると考える。また，行
政に属さない民間の団体や教会が巡礼友の会を組織していることが確認でき
た。この調査は今後の課題としたい。
注
盧 文化路計画（The Cultural Routes Programme）は欧州評議会が実施するプログ
ラムである。サンティアゴへの道は指定第一号となった。
盪 1985年より始まった計画である。EU 域内の都市を選び，文化遺産や文学・芸術
活動を伝えることを目的とする。
蘯 以下に代表的なものを挙げる。漓ウルンセル，R.（田辺保訳）（1987）『中世の巡
礼者たち－人と道と聖堂と－』みすず書房，318頁。滷オーラー，N.（井本 
二，藤代幸一訳）（2004）『巡礼の文化史』法政大学出版局，287頁。澆デュプロ
ン，A.（田辺保翻訳監修）（1992）『サンティヤゴ巡礼の世界』原書房，372頁。
潺バレ，P.，ギュルガン，J.（五十嵐ミドリ訳）（1986）『巡礼の道・星の道 コ
ンポステラヘ旅する人々』平凡社，331頁。潸ボティーノ，Y.（小佐井伸二・入
江和也訳）（1986）『サンチャゴ巡礼の道』河出書房新社，295頁。
盻 Frey, N., Pilgrims Stories On and Off the Road to Santiago, University of
California Press, 1998.
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眈 Graham, B. and Murray, M. ‘The Spiritual and the Profane : The Pilgrimage
to Santiago de Compostela’, Ecumene 4, 1997. pp. 389−409.
眇 la Archicofradía Universal del Apóstol Santiago（2005），COMPOSTELA Me-
moria del Año Santo 2004, Grafinova S. A. Santiago, 181 p. より。
眄 人口は以下を参考とした。Brierley. J（2006），A Pilgrim’s Guide to the Camino
de Santiago, Findohorn Press, 317 p.
眩 フランス最古の武勲詩。作者は不明である。
眤 コエーリョ（山川紘矢・山川亜矢子訳）（1998）『星の巡礼』角川文庫，295頁。
原著は 1987年。
眞 アルベルゲ（Albelge）とは巡礼路における巡礼宿である。
眥 注眄参照。
眦 その他の個人経営の巡礼宿は本稿では対象外とする。
眛 宿泊日数，時期により異なる。
眷 資料 1を参照。
眸 前掲眇に掲載の統計を用いた。
睇 La Compostela は年に一度の発行である。次回発行までの統計はホームページ上
で公開されており，本稿では以下を参考とした。URL : http : //www.archicompos-
tela.org 2007年 5月 18日検索。
睚 サリアとセブレイロの人口と標高は以下を参考とした。Castilla y León（出版年
不明），Camino de Santiago Pilgrim’s guide, SOTUR S. A, 110 p.
睨 従来の三分の二ほどの大きさ縦 17.5 cm 横 24.0 cm である。
睫 大きさは資料 1と同じ。2006年 9月時点では‘もうひとつのラ・コンポステラ
B’の使用が確認できた。
睛 『文化人類学辞典』弘文堂，1987。
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